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1 一 タウ ヒー ド (アッ ラー の 唯一 性 に 関す る 信仰 ) 


@ タウ ヒー ド と は : アッ ラー が 、 か れ の ルプ ブー ビー ヤ ! と ウル ー ヒ ー ヤ 3 そし て か れ の 美 名 
と 属性 に お いて 唯一 無 二 で ある と いう こと を 確信 する こと で す 。 


@ その 意味 は : し も べ が 以下 の こと を 確信 し 、 承 認 す る こと で す : アッ ラー が 全て の も の 
の 唯一 の 主 で あり 、 所 有 者 で ある こと 。 そ し て か れ が 唯一 の 創造 主 で あり 、 か れ が 全 世 
界 の 唯一 の 管理 者 で ある こと 。 また 至高 の か れ の み が 祭 拝 さ れる に ふさ わし い 唯 一 の お 
方 で あり 、 そ こ に お いて か れ に 並ぶ も の は 存在 し な いこ と 。 か れ 以 外 に 崇拝 され る も の 
は 虚無 で あや る こと 。 そ し て か れこ そ が 完全 な る 属性 を 有 し 、 あ ら ゆ る 短所 や 欠陥 か 

ら 無 縁 で あり 、 美 名 と 気 高 い 属性 を 有する と いう こと 。 





2 一 タウ ヒー ド の 種類 


@ 項 言 者 た ち は 人 々 を タウ ヒー ド へ と いざ な い 、 諸 啓 典 は タウ ヒー ド と 共に 下さ れ ま し た 。 
この タウ ヒー ド に は 2 つの 種類 が あり ます : 








① 知 識 と 承認 に お ける タウ ヒー ド : これ は タウ ヒー ド ・ ア ッ テ ル ブー ビー マヤ と 美 名 と 属 
性 の タウ ヒー ド と 呼ば れる も の で 、 つ まり 至高 の 主 の 本 質 の 真実 と 、 か れ の 美 名 と 属性 と 
行為 に お ! ける アッ ラー の 唯一 性 を 承認 する こ と で す 。 





その 意味 は : し も べ が 以下 の こと を 確信 し 、 認 め る こと で す : アッ ラー こそ が この 世 の 
唯一 の 創造 主 、 所 有 者 、 支 配 者 、 管 理 者 で あり 、 そ の 本 質 と 美 名 と 属性 と 行為 に お いて 完 
全 な る お 方 で ある こと 。 ま た あら ゆる こと を 知り 尽く され 、 全 て を 包囲 され 、 王 権 は か れ 
の 御手 の も と に あり 、 か つ 全 能 の お 方 で ある こと 。 そ し て 美 名 と 気 高 い 属性 を 有 さ れる お 
方 で ある こと で す : 的 か れ (アッ ラー の こと ) は な に も の に も 似 て いな い 。 それに も 関わ 
ら ず 、 か れ は 全 聴 に し て 全て を 見 通さ れる お 方 な の で ある 。 還 (クル アー ン 42 : 11) 





@ 意 図 し 求め る こと に お ける タウ ヒー ド : タウ ヒー ド ・ ア ル テ ウ ルー ヒー ヤ と イ バ ー ダ 
(崇拝 行為 ) に お ける タウ ヒー ド と 呼ば れる も の で す 。 こ れ は ドッ ゥ アー (祈願 ) や サラ ー 
(礼拝 )、 四 怖 や 願望 な ど あ ら ゆ る イ バ ー ダ (上 拝 行為 ) に お いて アッ ラー の み を 唯一 化す 
ke 





訳者 注 : いわ ゆる 主 性 。 つ まり この 世 の 創 造 や 管理 、 所 有 や 支配 な ど に 関す る 権威 。 
訳者 注 : いわ ゆる 神 性 。 つ まり 真 に 崇拝 され る べき 権威 。 
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その 意味 は : し も べ が 以下 の こと を 確信 し 、 認 め る こと で す : アッ ラー こそ が あら ゆる 
彼 造 物 に 対し て 神 性 を 有する 唯一 の お 方 で あり 、 人 崇高 な る か れこ そ が 唯一 崇拝 され る 権利 
を 有する と いう こと 。 ゆ え に ド ッ ゥ ッ ア ー (祈願 ) や サラ ー (礼拝 ) や 、 ア ッ ラ ー の み が 権 能 
を 有 さ れる 事柄 に お いて 救い を 求め る こと 、 ま た 同様 に タワ ッ ク ル ( 身 を 完全 に 委ね る こ 
と ) や 長 怖 や 願望 の 念 、 ま た 犠牲 や 奪い な ど あ ら ゆ る イ バ ー ダ (上 拝 行為 ) は た だ アッ ラ 
ー に 対し て の み 向 けら れ な けれ ば な ら ず 、 何 か 別 の も の に 人 逸 ら せ て は な ら な いと いう こと 。 
そし て イベ バー ダ (崇拝 行為 ) を アッ ラー 以外 の 何 も の か に 対し て 向け る 者 は 、 ム シュリ ク 3 で 
あり 不信 仰 者 で ある と いう こと 。 これ は 崇高 な る アッ ラー が 、 以 下 の よ うに 仰 られ た 通り 
で す : そ し て (その 正当 性 に ) 何 の 論拠 も な い 他 の 神 を アッ ラー に 並べ て 祈願 する 者 の 
報い は 、 か れ の 主 (アッ ラー の こと ) の 御 許 に ある 。 本 当 に 不信 仰 者 た ち に は 勝利 は な い 。 
(クル アー ン 23 : 117) 








@ 多く の 被 造物 (人 間 ) は タウ ヒー ド ・ ア ル テ ウ ルー ヒー ヤ と イベ バー ダ (上 拝 行為 ) を 信 
じ ず 、 否 定 し まし た 。 ア ッ ラ ー が 聞 言 者 た ち を 人 々 へ と 遣わ し 、 彼 ら に 啓示 を 下 し た の 
は 、 ひ と え に ア ッ ラ ー の み を 崇拝 し 、 かれ 以 外 の いか な る も の に 対す る 崇拝 行為 も 放 乗 
まる と 95 し 全 だ の で あっ だ の で すり 








1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 凶 あ な た 以前 に われ ら (アッ ラー の こと ) が 遺 
わし た 使徒 の 内 で 、「 わ れ (アッ ラー の こと ) の 他 に 神 は な い 。 だ か ら わ れ を 祭 拝 す る の だ 。」 
と いう 啓示 を 与え な か っ た 者 は いな か っ た の で ある 。 四 (クル アー ン 21 : 25) 





2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ ま し た : 史 本 当 に われ ら (アッ ラー の こと ) は 、 各 々 の 
民 に 使徒 を 遣わ と し て 、「 ア ッ ラ ー を 祭 拝 し 、 タ ー グ ー ト # を 人 避け な さい 。」 と 命じ た 。 ( ク 
ルアー ン 16 : 36) 


⑯ タウ ヒー ド の 本 質 と その 核心 : 


あら ゆる 物事 は 至高 の アッ ラー か ら の も の で ある と 捉え 、 そ れ ら の 物事 の 原因 や 手段 な 
ど ア ッ ラ ー 以 外 の も の に 気 を 如 わ せな いこ と 。 つ まり 善悪 も 害 益 も 全て 至高 の アッ ラー か 
ら の も の で ある と 捉え 、 崇 高 な る アッ ラー を イベ バー ダ ( 舞 拝 行為 ) に お いて 唯一 化し 、 か 
れ と 共に 何 も の を も 崇拝 し な いと いう こと で す 。 





@⑯ 真 の タウ ヒー ド の 成果 : 





3 訳者 注 ・「 ム シュ リク 」 と は シル ク を 犯す 者 の こと で あり 、「 シ ルク 」 と は アッ ラー の み が 専 有 さ れる 特 
質 に お いて 、 か れ 以 外 の 何 も の か を か れ に 同位 させ る こと を いう 。 詳 し く は 「4. シル ク 」 の 章 参 照 の こと 。 
4 訳者 注 :「 タ ー グ ー ト 」 は アッ ラー 以外 に 祭 拝 され る あら ゆる も の を 指す 。 詳し く は この 章 の 最後 に 説明 
され て いる 。 

















アッ ラー の み に 身 を 委ね る こと 。 被 造物 に 対す る 不平 不満 と 、 彼 ら を 智 め だ て する こと 
の 放 乗 。 至 高 の ア ッ ラ ー へ の 満足 と か れ へ の 愛 。 そ し て か れ の 来 配 の 全面 的 受諾 。 





信人 間 は その 天性 に よっ て 、 ま た この 世 を 観 侍 す る こと に よっ て 、 タ ウ ヒ ー ド ・ ア ッ テ 
グー ビデ を 語 め て の まず すし ル か いし グ ウ ヒ セー ドッ アッ テー ルアー ビー ヤ あ 語 め る だ け で は 
アッ ラー へ の 信仰 と その 懲罰 か ら の 救い に まで は 至り ませ ん 。 と いう の も それ は 、 イ ブリ 
ー ス (悪魔 ) や ムシ ュ リ ク た ち す ら も 認め て いた こと な の で す 。 彼ら の この 承認 が 彼ら に 
て 何 の 役 に も 立た な か っ た の は 、 NR 
と に よる の で す 。 











それ ゆえ タウ ヒー ド ・ ア ッ テ ル ブー ビー ヤ を 認め た だ け で は 、 タ ウ ヒ ー ド を 実践 する 者 
に も イス ラー ム 教 徒 に も な っ た と は 言え ませ ん 。 つ まり アッ ラー 以外 に 崇拝 すべ きも の は 
が べく (0 アッ ラー の み が イ バー ダ ( 県 拝 行 為 ) を 捧 
げ る に 真 に 相応 し い 存 在 で ある と 認め 、 か つか れ に いか な る も の も 並べ る こと な く か れ の 
み へ の イ バ ー ダ (上 桁 行 放 ) を 遂 守 する と いり うみ ウ ヒ ー ド ・ ア ル ニ ウ ルー ヒー ヤ を 認め る 
まで は 、 彼 の 生命 も 財産 も 侵す べから ざる 神聖 な も の と は な ら な い の で す 。 











@ クウ ヒー ド ・ ア ッ ー ル プー ビー ヤ と タウ ヒー ド ・ ア ル ニ テウ ルー ヒー ヤ は 不可 分 で ある : 





① ダ ウツ ヒ セー ド ・ ア デア ッ ー ル デー ビー ヤ は ば は タウ ヒモ ビード ・ デ アル テウ ルー ヒー ヤ を 要求 し ます 。 ゆ 
え に ア ッ ラ ー の み が 創 造 主 で あり 、 支 配 者 で あり 、 糧 を 授け られ る お 方 で ある と 認め る 者 
は 、 ア ッ ラ ー の み が イ バー ダ ( 影 拝 行為 ) の 対象 と な る 権利 を 有 さ れる こと を 認め な けれ 
ば な り ま せん 。 そ れ ゆ え ア ッ ラ ー 以 外 の 何 も の か に ドッ ゥ アー (祈願 ) し た り 、 か れ 以 外 の 

の に 救い を 求め た り 、 か れ 以 外 の も の に 身 を 委ね た り し て は な ら な いし 、 ま た いか な る 
種類 の イ バ ー ダ (崇拝 行為 ) も アッ ラー 以外 の も の に 対し 行っ て は な ら な い の で す 。 ま た 
その 逆 も また 真 で 、 タ ウ ヒ ー ド ・ ア ル テ ウ ルー ヒー ヤ は タウ ヒー ド ・ ア ッ テ ル ブー ビー ヤ 
を 要求 し ます 。 つ まり アッ ラー の み を 崇拝 し 、 か れ に 何 も の を も 並べ な い 者 は 、 ア ッ ラ ー 
が 彼 の 主 で あり 、 創造 主 で あり 、 支配 者 で ある こと を 婚 に 確信 し て いる こと に な る の で す 。 




















② ア ッ テ ル ブー ビー ヤ と アル テウ ルー ヒー ヤ は し ば し ば 一 緒 に 言及 され ます が 、 そ の 意味 
は 異な っ て いま す 。 つ まり 「 ア ッ テ ラ ッ プ ( 主 )」 は 養育 者 、 所 有 者 、 支 配 者 と いう 意味 で 
す が 、「 ア ル = テ イラ ー ( 乏 拝 され る 存在 ) 」 は 、 真 に 崇拝 され る 権利 を 有する 唯一 の も の 、 

と いう 意味 な の で す 。 宗 高 な る アッ ラー は こう 爺 ら れ て いま す : 6 の 言う の だ 。「 ご 加護 を 請 
い 願 う 。 人 々 の ラッ プ ( 主 )、 人 々 の 王 、 人 々 の イラ ー ( 真 に 侍 拝 すべ きも の ) に 。」6 ( ク 
ルアー ン 114 : 1-3) 











また この 2 つ は 時 と し て 各々 別個 に 言及 され も し ます が 、 意 味 が 類似 し て いる 場合 も あ 
り ま す 。 崇 高 な る アッ ラー は 次 の よう に 仰 ら れ て いま す : 耳 言 っ て や る が いい 。「 ア ッ ラ ー 
は 全て の も の の ラッ プ ( 主 ) で あら れる と いう の に 、 私 が アッ ラー (アル テイ ラー : 真 に 
崇拝 すべ きも の ) 以外 の ラッ プ ( 主 ) を 求め る こと な ど あ ろう か 。」 (クル アー ン 6 : 164) 











@⑯ クウ ヒー ド の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 所 信仰 に 入り 、 自 分 の 信仰 に シル ク を 混 じ え な い 者 。 
彼ら こそ は 安泰 で あり 、 正 し く 導 か れ た 者 た ち で ある 。 思 (クル アー ン 6 : 82) 


2 一 ウ バ ー ダ ・ ブ ン ・ ア ル = テ サー ミト ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 預言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 仰 ら れ ま し た :「 並 も の な き ア ッ ラ ー 以 外 に 崇拝 す 
ペ き も の は な く 、 バ ンマ ド は アッ ラー の し も べべ で あり 使 侍 で あり 。 イー サー バイス) 
は アッ ラー の し も で で あり か れ の 使徒 で あや り 、 ま た 彼 は アッ ラー の 命 に より マル ヤム ( マ 
リア ) へ と 吹き 込ま れ た 御 言葉 か つ 魂 で や り 、 また 天国 は 真実 で あり 、 地獄 は 真実 で ある 、 
と 証言 し た 者 は 、 ア ッ ラ ー が 彼 を その 行為 に 応じ て 天国 へ と 入れ て 下さ る だ ろう 。」( ア ル 
テーブ ハー リー と ムスリム の 伝承 5) 

















ーー が スッ ジ ジュ マー リグ (人 に ジッ シー の ご 滑 介 あれ ) 付 計 いま し だ) ) 示 きた ッッ ラー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 次 の よう に 仰 ら れる の を 聞き まし た :『 至 
高 の ア ッ ラ ー は 仰 ら れ た : “アー ダム (アダ ム ) の 子 よ 、 あ な た が われ に ドッ アー (祈願 ) 
し 、 わ れ に 希求 する 限り 、 わ れ は あな た が どの よう な (人 罪 に 汚れ た 、 ひ どい ) 状態 で あろ 
うと その 罪 を 赦し 、 そ し て 大 目 に 見 て や る だ ろう 。 ア デー ダム (アダ ム ) の 子 よ 、 例 え あ な 
た の 罪 が 空 の 雲 ほ ど ま で 達する も の で あっ て も 、 わ れ に 落し を 請う の で あれ ば 、 わ れ は あ 
な た を 薇 し 、 そ し て 大 目 に 見 て や る だ ろう 。 ア ー ダ ム (アダ ム ) の 子 よ 、 例 え あ な た が 地 
上 を 満た す ほ どの 過ち を 携え て 来 て も 、 わ れ に 対し て シル ク を 犯す こと の な いま まわ れ に 
まみ えた の な ら 、 わ れ は 地上 を 満た す ほ どの 赦し を あな た に 与え よう 。"』」( ア ッ テ テ ィ ル 
ミズ ィ ー の 伝承 %) 

















⑯ クウ ヒ ー ド の 徒 の 報奨 : 





1 一 容 高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 信仰 し て 善行 に 勤 し な ぉ 者 た ちら に は 、 彼 らち ら の た め に 、 
川 が 下 を 流れ る 楽園 に つい て の 吉報 を 伝え よ 。 彼 らち は そこ で 果実 の 柚 を 与え られ る た ぴ びに 
「 こ れ は 私 た ち が 以 前 与え られ て いた も の だ 。」 と 言う 。 彼 ら に は (見 た 目 は 現世 で の 果実 





5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3435) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (28)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
6 スナ ン ・ ア ル テ テ ィ ル ミズ ィ ー (3540) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ル テ テ ィ ル ミ ズィー (2805)。 


に ) 似 た も の が 授け られ る (が 、 そ の 味 は 全く 上 異な っ て いる )。 また そこ に は 彼ら の た め に 、 
純潔 の 配偶 者 が いる 。 彼 らち は そこ に 永遠 に 住む の で ある 。 西 (クル アー ン 2 : 25) 





2 一 ジャ ー ビ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に 男 が や っ て 来 て 、 言 いま し た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、2 つの 確 
実 な こと ? は 何 か ?」 す る と 疾 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 作 ら れ ま し た : 
『 ア ッ ラ ー と 共に いか な る も の も 並べ ず に 死ん だ 者 は 天国 へ 入り 、 ア ッ ラ ー に 何 も の か を 
並べ て 死ん だ 者 は 地獄 に 入る と いう こと だ 。』 (ムスリム の 伝承 8) 








⑯ タウ ヒー ド の 言葉 の 偉大 さ : 


アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ア ムル ・ ブ ン ・ ア デア ル テア ー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に 
よる と 、 ア デッラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 仰 ら れ ま し た :「 ア ッ ラ 
ー の 預言 者 で ある ヌー フ (ノア ) (後に 平安 あれ ) は 、 彼 の 死期 が 近づい た 時 に 息子 に 言っ 
た : 『 私 は お 前 に 遺言 を 伝え る : 私 は お 前 に 2 つの こと を 命じ 、2 つの こと を 禁じ よう 。 私 
は お 前 に 、“ ア ッ ラ ー 以 外 に 崇拝 すべ きも の は な し " の 言葉 を 命じ る 。 本 当 に 7 層 の 天 と 7 
層 の 大 地 が 程 の 一 方 に 置か れ 、 も う 一 方 に “アッ ラー 以外 に 崇拝 すべ きも の は な し " の 言 
葉 が 置か れ た と し て も 、“ ア ッ ラ ー 以 外 に 崇拝 すべ きも の は な し " の 言葉 の 方 が 重い の で あ 
る … (また も う 1 つ 命じ る の は ) “崇高 な る アッ ラー、 か れ を 讃え ます ” の 言葉 で ある 。 実 
に それ は 万 有 の 祈願 で あり 、 そ れ に よっ て 被 造物 は 糧 を 得る の だ 。 そ し て 私 は お 前 に シル 
ク と 、 秦 り 高 記 る こと を 禁じ る …] (アハ マ ド と アル = テ ブ ハー リー の 伝承 9 











@⑱ タウ ヒー ド の 完遂 : 


タウ ヒー ド は 、 並 ぶ も の の な い ア ッ ラ ー の み を 崇拝 し 、 か つ タ ー グ ー ト (下記 参照 ) を 
避け る こと に よっ て の み 完 遂 さ れ ま す 。 儲 高 な る アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 的 本 当 に 
われ ら (アッ ラー の こと ) は 、 人 々 に アッ ラー を 上代 拝 し ター グー ト を 避け させ る べく 、 各々 
の 民 に 1 人 の 使徒 を 遣わ し た 。 還 (クルアーン 16 : 36) 








⑯ ター グー ト : 





- コ 








訳者 注 : つま り 天 国 行 き を 確実 な も の に する こと と 、 地獄 行き を 確実 な も の に する こと の 2 つの 要素 ( ア 
ル テ ナ ワウ ィ ー の サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム 注 釈 より )。 

サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (93)。 

真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (6583) 、 ア ルミ ブ ハ ー リ ー の アル テア ダブ ・ ア ル ニ テム フラ ド (558) 、 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ア ダブ ・ ア ル テ ム フラ ド (426)。 アル テア ル バ ー ニ ー の アル テス イル スィ イラ ト ・ ア ル 
テ サ ヒー ハ (134) も 参照 の こと 。 



































〇 O 〇 





ター グー ト と は 、 偶像 な どの よう な 崇拝 物 で あれ 、 占い 師 や 非道 の 学者 な どの よう に 人 々 
が 依拠 ・ 追 従 す る 人 た ち で あれ 、 あ る い は アッ ラー へ の 服従 か ら 人 逸脱 し た 王侯 や 首領 な ど 
の 指導 者 た ち で あれ 、 ア ッ ラ ー の し も で が それ ら に お いて タウ ヒー ド 信 仰 の 規範 を 超え て 
し まっ て いる 全て の 対象 を 指し ます 。 








⑯ ター グー ト は 無数 で あり 、 そ の 代表 的 な も の は 5 種類 で す : 


ロロ イブ リー ス (悪魔 の 長 ) 一 アッ ラー が 私 た ち を 彼 か ら 守 っ て 下さ る よう 一 
ロ 宗 拝 され 、 そ うさ れる こと に 満足 する 者 

ロロ 人 々 を 自ら の 宗 拝 へ と いざ な う 者 

ロ 不可 知 の 領域 に 関す る 知識 を 所 有する と 主張 する 者 

口 アッ ラー が 下さ れ た も の (つま り イ スラ ー ム 法規 定 ) 以外 の も の で 裁く 者 


























